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温泉利用施設実態調査票

提出期限 平成１６年９月１３日 総務省承認番号 ２５８３２【 】 No.

承 認 期 限 平成 年 月 日まで16 9 30

環境省自然環境局自然環境整備課

本調査票を記入した方

連絡先（電話）

記入上の注意事項

・この調査票は、平成１６年９月１日現在の温泉利用施設における温泉の利用状況

等について尋ねるものです。

・この調査は、一部の質問（９．ア及びイ）を除き、貴施設内のすべての公共の浴

用に供する温泉利用の浴槽を対象とします。

・１施設内で複数の源泉を利用している場合は、主要な源泉一つについて記載して

ください。

・回答は、該当する事項番号（丸数字）に一つだけ○を付けてください。

ただし 「複数回答可」となっている場合は、当てはまるものすべてに○を付け、

てください。

１．温泉利用施設の名称

都道府県所在

市区町村名 ：

所在する温泉地 ：

＊温泉地に該当しない場合や温泉地名が不明の場合などは、空欄のままで結構です。

本調査の内容は、統計以外の目

的には使用しません。また、個別

の施設名も 公開されません。
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２．温泉利用施設の営業形態

①宿泊利用施設 ②公衆浴場 ③その他の施設（ ）

＊「宿泊利用施設」は旅館業法の許可を得た施設 「公衆浴場」は公衆浴場法の許可、

、 、「 」 。を得た施設をいい どちらにも該当しない施設は ③その他の施設 になります

＊宿泊利用施設で公衆浴場の利用許可も取得している施設にあっては 「①宿泊利用、

施設」のみに○を付けてください。

３．温泉利用の浴槽の総数 （ ）

＊宿泊利用施設にあっては、客室の浴槽であっても温泉利用の浴槽は含めてください。

（複数所有の場合は、原則として主要なもの一つで結構です）４．源泉について

ａ．にお進みください。ア．源泉の所有について ①自己所有 ›

ｂ にお進みください。②共同利用 ．›

ａ 「①自己所有」の場合．

（直近の既存データで可。（ａ）源泉湧出量 ㍑／分

また、複数の場合は合計量）

（ｂ）現在の湧出状況 ①自然湧出泉 ②掘削自噴泉

③掘削動力揚湯泉 ④その他

（ｃ）源泉の成分分析年月 昭和・平成 年 月

（ 。 、 ）（ ）ｄ 湧出温度 直近の既存データで可 また 混合泉の場合は混合後の温度

① ℃未満（ ℃）② ℃～ ℃未満25 25 34

（ ）③ ℃～ ℃未満 ④ 度以上 ℃34 42 42

ｂ 「②共同利用」の場合：引 湯 量 ㍑／分．

イ．主たる泉質（ ）別添の新旧泉質対照表を参照にしてください。

①単純温泉 ②二酸化炭素泉 ③炭酸水素塩泉 ④塩化物泉

⑤硫酸塩泉 ⑥含鉄泉 ⑦含アルミニウム泉 ⑧含銅－鉄泉

⑨硫黄泉 ⑩酸性泉 ⑪放射能泉 ⑫その他の泉質
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５．浴用利用施設における掲示

ア．掲示してある温泉の成分の分析年月日 昭和・平成 年 月

イ．分析した成分の採取場所

施設内のどこですか。①利用施設内 ›

①施設内貯湯槽 ②浴槽注ぎ口 ③浴槽内

②源泉湧出口

③上記以外の場所（温泉の集中管理導入による利用施設外貯湯槽など）

６．源泉から利用施設までの供給方法（複数回答可）

①浴槽底部から湧出

②浴槽近傍から湧出し、管などによらないで引湯している

③パイプ送湯

④自動車等による運搬（ 回／月、１回につき約 ﾘｯﾄﾙ）

７－１．加水している浴槽の有無 ①ある（加水している浴槽数： ）

７－２．にお進みください。②ない ›

「①ある」の回答の場合：以下のア～オも回答してください

ア．加水の時期 ①通年 ②定期的 ③不定期

イ．加水の期間 約 年前から（最も長いもの）

（加水している浴槽に使用している温泉量を１００％とした場合）ウ．加水の程度

①１０％未満 （浴槽数： ）

②１０～５０％未満 （浴槽数： ）

③５０～１００％未満 （浴槽数： ）

④１００～２００％未満（浴槽数： ）

⑤２００％以上 （浴槽数： ）

エ．加水している理由 ①源泉温度が高いため

（複数回答可） ②湯量の不足を補うため

③強酸又は強アルカリ泉質のため

④温泉資源を保護し、長期にわたって使用するため

⑤その他（ ）
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オ．加水の表示の有無

①表示している その表示の場所はどこですか （複数回答可）› 。

①施設の入り口や受付 ②成分等の掲示の場

③浴槽のそば ④パンフレット・ホームページ

②表示していない 今後表示する予定はありますか。›

①ある ②ない

７－２．加温している浴槽の有無 ①ある（加温している浴槽数： ）

７－３．にお進みください。②ない ›

「①ある」の回答の場合：以下のア～エも回答してください。

ア．加温の時期 ①通年 ②定期的 ③不定期

イ．加温の期間 約 年前から（最も長いもの）

ウ．加温している理由 ①源泉温度が低いため

（複数回答可） ②加水しているので加温する必要がある

③殺菌消毒のため

④その他（ ）

エ．加温の表示の有無

①表示している その表示の場所はどこですか （複数回答可）› 。

①施設の入り口や受付 ②成分等の掲示の場

③浴槽のそば ④パンフレット・ホームページ

②表示していない 今後表示する予定はありますか。›

①ある ②ない

． （ ）７－３ 循環ろ過装置利用の有無 ①ある 循環ろ過している浴槽数：

．にお進みください。②ない ８›

「①ある」の回答の場合：以下のア～エも回答してください

ア．循環の方式 ①浴槽内のみで循環

②浴槽からあふれた湯も循環

③その他

イ．ろ剤の清掃頻度 ①毎日 ②２日に１度 ③３日に１度

④４日に１度 ⑤５日に１度 ⑥６日に１度

⑦７日に１度 ⑧８日以上に１度
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ウ．その理由 ①供給湯量の不足を補うため

（複数回答可） ②温泉資源を保護するため

③浴槽の汚れなどを除くため

④その他（ ）

エ．循環ろ過装置利用の表示の有無

①表示している その表示の場所はどこですか （複数回答可）› 。

①施設の入り口や受付 ②成分等の掲示の場

③浴槽のそば ④パンフレット・ホームページ

②表示していない 今後表示する予定はありますか。›

①ある ②ない

８．源泉かけ流しをしている浴槽の有無

①ある（源泉かけ流ししている浴槽数： ）

．にお進みください。②ない ９›

「①ある」の回答の場合：以下のア～ウも回答してください

ア．それらの浴槽の容量 （合計 ㍑）

イ．それらの浴槽への温泉供給量（合計 ㍑／分）

ウ．源泉かけ流しの表示の有無 ①表示している ②表示していない

９．浴槽の清掃等

． （ ）ア 湯の入替えの頻度 施設内の最も大きい浴槽についてのみ回答してください

①毎日 ②２日に１度 ③３日に１度

④４日に１度 ⑤５日に１度 ⑥６日に１度

⑦７日に１度 ⑧８日以上に１度

． （ ）イ 浴槽の清掃の頻度 施設内の最も大きい浴槽についてのみ回答してください

①毎日 ②２日に１度 ③３日に１度

④４日に１度 ⑤５日に１度 ⑥６日に１度

⑦７日に１度 ⑧８日以上に１度

ウ．浴槽の湯の殺菌処理の方法（複数回答可）

①殺菌処理は行っていない ②塩素で殺菌している

③オゾンで殺菌している ④紫外線で殺菌している

⑤加熱して殺菌している ⑥銀イオンで殺菌している

⑦その他の方法
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エ．浴槽の清掃・消毒方法に関する情報の利用者に対する表示の有無

①表示している その表示の場所はどこですか （複数回答可）› 。

①施設の入り口や受付 ②成分等の掲示の場

③浴槽のそば ④パンフレット・ホームページ

②表示していない 今後表示する予定はありますか。›

①ある ②ない

オ．貯湯槽の有無 ①ある

１０．にお進みください。②ない ›

カ．貯湯槽の清掃の有無

①清掃を実施してきている（ 回／年）

②これまで清掃したことはないが、今後清掃する予定

③構造上清掃できない

④今後も清掃するつもりはない

１０．その他

ａ．入浴前に身体を洗うよう施設内の掲示板等で周知していますか。

①している ②していない

ｂ．貴温泉地全体の湯量が減少した場合、貴施設における温泉使用量を控

える必要があると思いますか。

①あると思う ②そう思わない ③わからない

ご多忙にもかかわらず、ご協力いただきありがとうございました。

◎調査票は、返信用封筒に同封の上、９月１３日までに返信してください。


